













18和 40年，神奈川県教育委員会は， 9校の研究校と 2校の協力校を指定し，小学校へ教科担
任制を導入するための実践研究を開始した。このため，同年4月比，市立宮前小学校が，県の指
定校となり， ) 1:1崎市における教担割j研究の端緒となった。










考えられた。 ③その 1つは， r小学校教員確保の国主任性」ということであったo
それは小学校教員の需給関係についてであって，当時の小学校の教員不足が，導入の理由であ
った。中学校には，何十倍の希望者が，あるにもかかわらず，小学校教員の希望が少なかった。


















県の動向 年 代 市の動向
実験校指定研究湖 昭和 . 教担告IJ導入の時代的背景と理論
教担制の基本的性格と実施上の諸 揺 4 0 揺 的背景，及び教担制をささえる
問題の検討 箆 4 1 箆 条件Kついての研究
期 4 2 期
拡大自主研究期 トーー一 4 3 一
実践研究中心 発 i発 @ 指導組織と学年経営
展 4 5 展 . 専科のあり方Kついて
研究の類型的整理期 期 4 6 期 . 教担制下の学年経営忙ついて
. 実践Kついての類裂整理 4 7 
. 協力指導組織とその運営 4 8 
一ー トー一一 . 児童理解の研究
全人的発達をめざした経営研究期. 児童指導の研究 経 4 9 転. 学年.学年問の;析しい経営の 営
開発 研
究
協力指導のシステム化をめざしての 期 5 1 期 . 指導の効率を高めるための協力
経営研究期(経営研究.研修期) 指導の研究





































5 • 6年を中心とした各校の指導類裂を見ると，次のようなことがわかる。 I学級担任と専科
的投莱Jの組みあわせが. 5 0年度で41校あり， 5 o.6 ~もと現実の大半をこの類裂が占めてい
-45~ 







指導組織(5 . 6年を中心にした各校の指 46 47 48 49 50 
十一一一
吐2と字組出先の:出.i~) N 4も N N 司{ N 可。ヒ=二
学年教師jを中心とした交換授業 6 8.4 8 8.7 2 2.4 2 2.4 2 2.5 
学年内交換と専科的授業 i 8 253 i i I 3.4 29 35.0 23 27.7 22 2ス2
6 7.2 るス21 9 1 1.1 
授業 r~T~9~-;; 1.2 1 1 .2 I 0 (0 ) 
i '1.4 I 4 I 4.9 2 2.4 2 I 2.41 2 25 
授業 2 82 1 9 I 23.1 29 35D 44 153.1 141 5 
学生 56 I 5 I 6.0 2 2.4 。I(0) I 0 (0) 
トー
10 12.0 4 I 4.3 J 1 
学級担任と他学年交換と専科的授 l |Ii¥ 82¥ 
1.2 1! 1.2! 1 1.2 
授学業級生E任と他学年交換と学年交換，等科的 I~ 1.2 。(0)I 3 3.7 







教担制を意図的に実施している学校教は， 45年度 16校， 4 8年度 20校， 4 9年度 16校，
5 0年度 16校であった。以下 48年から 50年Kかけての学技規模Kついての表をあげる。こ




同43 44 45 46 47 48 49 50 投業類型J.ilj N 1 1も N 守。 N 守。N N 1 qら N I ~ら N 号ら N I 9も
全教科学学級担年任制校を実路 5 10 14 2 5 4 5 2 2 2 2 
している と数 6 10 14 2 5 5 4 5 4 2 2 
専科教員(専科的芙)をお 5 38 40 55 51 69 52 74 54 66 71 86 75 ヲ0 64 76 いて教科の授業を 施し 6 38 36 49 49 66 51 72 58 67 68 82 73 88 63 75 ている校数
他学業年や実級外からの奉仕 5 15 1 8 25 42 51 19 27 24 29 15 i 8 10 12 7 8 的投を 施している校 6 17 11 9 55 21 30 27 33 15 18 8 110 5 6 数
ト一一一一斗
学年内交換授業を実施し 5 12 12 16 29 39 25 35 29 35 20 24 29 35 
ている校数 6 13 14 19 31 41 31 44 28 34 29135 29 35 25 30 一ー
他学年交換授業を笑施し 5 5 ? 2 5 5 5 
ている校数 6 6 6 2 ろ 4 5 
調査対象校 不 73 71 ~1J83 84 明
意図的に実施している学校の規模
学級数 15116 19120121122123 24 25 26127128 29 30 31 41 42 
一
学 48I I 1 21 1 1 1 2 1! I 3 2 21 I 1 1 3 20 
一一一
校 49I 1 5 4 16 
数 50 1 I 1 I I 1 1 2 14 
教担詰iJを導入しやすい規模はらUこのような中~大規模校であろうが，学校規模による教担制導
入の可否は，あまり問う必要はないと思われる。なぜならば，小規模校Uておいては， 2学年を単






















に~教科 年度区分 ¥ 、--、 国 習 作 社 算 図 家 体 道
48 2 1 0 2 4 1 6 1 1 1 5 1 6 2 2 。
ー・ー・咽島・ ー ........{.... 学年内交換 . ‘ ・ ， 
1 7 4 1 8 ? 1 3 1 9 2 2 2 4 9 5 1 2 ....ー(全 市) . 
2 8 I 5' 1 1 1 0 1 1 2 5 0 4 9 5 
4 8 2 8 2 1 2 5 1 3 4 1 1 8 1 1 。
学年内交換 晶、..ー
8 1 3 4 1 3 2 1 7 1 1 1 1 49 5 
(教担実施校) ... 
5 5 1 2 6 1 1 6 1 0 5 50 ろ 1 2 
トーー 。 1 1 D 4 8 。。 。
他学年交換 ... 
49 。 。 。 。
(全市)
2 2 。5 0 。 。 。。4 8 。。。 。。
他学年交換 ー‘・ ・ー.‘... 。。。。。。。。4 9 。。
(教担実施校j 司..- 。 。。50 
48 2 1 3 2 6 5 0 2 1 4 1 4 .. 専科的授業
1 7 66 25 4 7 1 1 4 49 4 2 1 8 
(全 市) ....... ..... 場合
5 0 4 1 5 4 1 4 8 2 1 2 7 6 
1 3 5 。48 2 ? 5 1 6 8 
専科的授業 ...‘・ ....，.......ー
1 4 5 I 7 2 2 49 7 5 。6 
....・.....(数担実施校)
5.0 1 I 5 1 3 6 ? 。6 6 
48 。4 。 3 5 4 。... 奉仕的授業 ....・. .ー・ 4峰 a -・ー'・ 9 -ー・・‘.... 。49 。5 。。。4 。4 2 
..・ F・ ‘ (全 市) ....・ .. 。5 5 4 2 。50 ろ 。
48 。。。。。。。。2 。.， ....‘‘'・・奉仕的授業 ....・・.-.-_‘'包 . 噸......，. 
4 9 。 。。。 。2 。。
(数担実施校) ，.，. ... ... 4 ・‘・・.......
2 。G 5 0 。I。。
一一 4同一回一ー目白ーー
-48-
昭和45年?月の専科教員の調査Kよると， 51校中(t[6 0名，昭和51年 5月の調査では，









まとめたものであるO 川崎市の場合と比較してみると， )! I崎の場合は，習字のj顕位が，全国托比
べて高いが，その他の教科は，全国と，ほぼ向ーのj鼠序にならんでいる。
教担を採用している教科の順位
年度 4少年 5 0年
地域 全 国 川崎市
CN=100) CN=84) 
(校数) (校数)
音楽 6 4 音楽 2 1 
図工 5 6 図工 2 0 
理 5 4 習字 2 0 
家庭 5 2 理科 1 8 
体育 5 0 家庭 1 7 
社会 4 5 体育 I 1 
習字 2 4 社会 9 
算数 2 3 国語 6 
国語 2 0 算数 5 

































一区 一分一一一一一一一一一一一一一一一ー -ー一、‘ー 年ーー~喧h度-‘一時司市ー- 4 4 4 8 4 9 
① 教師の専門性を生かす 4 3 5 5 3 1 
② 指導の効還を l高める 1 3 1 0 5 6 
① 児童理解が深まる 1 0 1 5 5 0 
④ 協業による学年@学級i経営の強化 4 I 0 1 9 












その影響が 44年のアンクートむ回答K現われ， r教締の特性を生かすJという区分vc4 3 ~らと




















































4 4年 5 0年
(N=50) (N=63) 
職員数の不足，構成が適さない，推進者がいない。 4 5 0 
教師簡の認識K撃があり，協力指導組織の確立が困難 6 2 6 
学級担任告Ijの方が望ましい。 4 4. 7 
専科的なものの活用でよい。 7 1. 5 
欠時frIjの調整や持ち時間訟のパランスがとりにくい 2 4. 1 
生活指導が図難である。 1 0 3. 1 













①学校長の意図 ( (イ)職員会できめられた… 6







①学年だけの意志… 1 トサ試験的なものとして I • 校長の発想、と職員の









継続の問題だから話し合わない…...・H ・-‘… 13 
(3) 計画について
① (3洋計画で本年は(1)年目....・H ・-…....・H ・-‘H ・H ・-….....






















教員は 1 1学級まで 学級滋十 1









































































②全米教育協会編 「教育の現代化J禦明書房 1965.P.6 
①神奈川県教育委員会編向、学校高学年Kおける教科担任告Ijの研究J1集昭和41年 5月.
P .4 
@向上 1 0集昭和51年 5月.P • 9 1 
①向上 2集昭和42年 5月.P • 6 6 
① 「教育課程の基準の改善KついてJの教育課程の基準の改善のねらい(2)托ある。
①向 上， D 改善の関連事項から
プ 56-
